
課題 
事業 

番号 
重点事業 

主な取組 

（◎：新規 ○：拡充 ・：継続） 

①恵庭市は乳幼児対象のブックスタート事
業や小中学校世代での朝読書など、幼少期
からの読書習慣の土壌がある。高校・大学
世代からは図書館での自習利用やイベント
参加への期待があるため、まずは貸出利用
の有無にこだわらず、図書館に来てもらう
ことが必要である。

1 赤ちゃんからはじまる本との出会い ・ ブックスタート事業

8 朝読・家読（うちどく）の推進 ・ 全小中学校での通年朝読の推進

11
高校・大学世代における 
読書活動の推進 

◎高校・大学世代の集客を意識したイ
ベント実施やコーナーの 設置及び
周知

38 計画的な施設・設備の改修 
○恵庭市立図書館本館・分館施設設備
改修計画の作成

②事業・サービスの満足度は認知度と比例
する傾向にあり、事業等の周知について方
法等を検討する必要がある。

17 読書活動に関する情報の発信 
○電子媒体等を活用した本市読書活動
情報の積極的な発信

③ボランティア団体は社会全体での子ども
読書活動の推進には欠かすことができない
存在であり、活発な活動を行っていくため
の環境整備が必要となる。

24 ボランティアとの協働の場の拡大 
○ボランティアの活動場所や機会の提
供

④恵庭分館に導入した図書館利用が容易と
なる取組み（セルフ貸出機・予約図書貸出
ロッカー・無人開館・開館時間延長等）が
好評を得たことから、入館者や貸出冊数の
増加を促すため実施館・規模の拡大を行う
ことが必要である。

29 多様な利用方法の推進 
◎予約図書受取ロッカーの設置拡大 
◎セルフ貸出機の設置拡大 
◎図書の除菌を行う機器等の設置

⑤図書館資料として紙媒体だけではなく電
子図書の充実も求められていることから、
バランスを考慮しながら全体的な図書館利
用の増加に繋げ、デジタル社会に対応した
読書環境の整備を進めることが必要であ
る。

31 情報提供サービスの推進 ◎電子図書館サービスの推進

⑥「静かな読書環境」「賑やかにしてよい
場所」「個人ブース」「飲食可能スペース」
等、図書館に求められている設備の実現を
見据えた的確な施設改修が必要である。

38 計画的な施設・設備の改修 ○恵庭市立図書館本館改修計画の作成

⑦コミュニケーションの場や機会が求めら
れていることから、人と本、人と人を繋い
でいく図書館をつくりあげていくことが必
要である。

35
読書のまちにふさわしい 

図書館づくり 

○サードプレイスの創出 
・市民の生涯学習や地域コミュニティ
 活動の援助

【策定スケジュール】 

第２期 恵庭市読書活動推進計画（案） 【概要版】 

この計画は、「恵庭市人とまちを育む読書条例」のもと、「本と出会い、人と出会い、つながりひろがる読書のまち 
恵庭市」を基本理念とし、平成 26 年度から 10 年間を計画期間として策定されました。中間期である令和元年に見直
しを行っていますが、令和 5 年度に計画の最終年度を迎えるにあたり、社会情勢の変化や計画の進捗状況及び意見聴
取結果に対応するため、令和 6～15 年度を計画期間とし、第 2期計画として令和 6年 3月の策定を図るものです。 

現況の課題及び対応する重点事業 

4 月 5月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月 1月 2 月 3 月 

素案作成 

市民懇談会 

案作成 策定 

アンケート公表 

市民 

アンケート

パブコメ実施

図書館協議会 図書館協議会 図書館協議会 図書館協議会

教育委員会 教育委員会教育委員会 教育委員会

総務文教常任委員会 総務文教常任委員会 総務文教常任委員会
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